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(57)【要約】
【課題】泡のキメが細かく、泡弾力、持続性に優れた、ポンプ内部のメッシュで目詰まり
を起こさない泡吐出容器用洗浄剤組成物を提供する。
【解決手段】下記成分（Ａ）～（Ｃ）を含有し、（Ｂ）／（Ｃ）が１．０以下であること
を特徴とする洗浄剤組成物。
（Ａ）脂肪酸塩
（Ｂ）ポリオキシエチレンアルキルエーテル型ノニオン性界面活性剤
（Ｃ）アルキルベタイン、イミダゾリウムベタインおよびスルホベタインから選ばれる両
性界面活性剤
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記成分（Ａ）～（Ｃ）を含有し、（Ｂ）／（Ｃ）が１．０以下であることを特徴とする
洗浄剤組成物。
（Ａ）脂肪酸塩
（Ｂ）ポリオキシエチレンアルキルエーテル型ノニオン性界面活性剤
（Ｃ）アルキルベタイン、イミダゾリウムベタインおよびスルホベタインから選ばれる両
性界面活性剤
【請求項２】
（Ｃ）がイミダゾリウムベタインであることを特徴とする請求項１に記載の洗浄剤組成物
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、洗浄剤組成物に関し、詳しくは泡のキメが細かく、泡弾力、持続性に優れた、
ポンプ内部のメッシュで目詰まりを起こさない泡吐出容器用洗浄剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来よりボディソープや洗顔料といった皮膚洗浄剤には、使用時の泡の量や、キメの細か
いクリーミィな泡質を有するという観点から開発がなされてきた。
【０００３】
キメの細かいクリーミィな泡は使用感の良い使い心地を有するだけでなく、汚れの吸引性
にも優れることが知られている。洗浄剤組成物は通常、水に希釈し、空気を含ませながら
田で泡立てるか、もしくはボディタオルや泡立てネットといったツールを使用し、泡立て
て用いている。一方、洗浄剤組成物を泡吐出容器の充填し、キメの細かいクリーミィな泡
を吐出する製品は、泡立てる手間を省き、また誰でも均一なキメの細かいクリーミィな泡
を使用できるといった点から近年、市場で急増している。
【０００４】
  泡吐出容器は、洗浄剤組成物を吸い上げ、吐出させる際に、容器内部の多孔質膜を通過
させることで、洗浄剤組成物に空気を含ませ、混合することで泡沫状としている。つまり
泡形成のためには、多孔質膜を通過させる必要があり、洗浄剤組成物が多孔質膜で目詰ま
りを起すという問題がある。特に、石鹸を用いた場合、低温保存時に析出することにより
、目詰まりが生じ易いといった問題があった。
【０００５】
このような問題を解決する手段として、特定のポリオキシエチレンアルキルエーテル型ノ
ニオン界面活性剤、高級脂肪酸石鹸、特定の多価アルコール組合わせることで、目詰まり
がなく、キメが細かく、弾力が高い泡が持続する泡吐出容器用洗浄剤組成物（例えば、特
許文献１）や、特定の２種類のアミノ酸系界面活性剤を組み合わせ、これに特定のベタイ
ン型界面活性剤とポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩を加えた泡吐出容器用洗浄
剤組成物（例えば、特許文献２）が提供されている。
【０００６】
しかしながら、この手法では泡吐出容器の押圧が高くなり、子供の力では押せなくなると
いった問題もあった。
【０００７】
  また、泡吐出容器用洗浄剤組成物の泡のキメの細かさや泡の弾力性は、洗浄剤組成物の
組成内容だけでなく、多孔質膜の孔のサイズや吐出量、吐出速度によって大きく左右され
る。多孔質膜の孔のサイズを小さくすればするほど、泡のキメの細かさや泡の弾力性は向
上する。
【０００８】
このような問題を解決する手段として、吐出口の小さい物を用いることで、押圧を減少さ
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せ、より孔サイズの細かな多孔質膜を容器に採用する等の手法が取られてきたが、この手
法では、吐出量が少なく、特に身体洗浄料として用いる場合にプッシュ数が多くなり、洗
う手間がかかり、製品として満足できるものではなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１５－１０７９２７号公報
【特許文献２】特開２０１３－１６６７３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
上記従来技術を背景とした本発明の目的は、泡のキメが細かく、泡弾力、持続性に優れた
、ポンプ内部のメッシュで目詰まりを起こさない泡吐出容器用洗浄剤組成物を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
本発明者等は、本発明の目的を達成するために鋭意研究した結果、高級脂肪酸塩とポリオ
キシエチレンアルキルエーテル型ノニオン性界面活性剤と、アルキルベタイン、イミダゾ
リウムベタインおよびスルホベタインから選ばれる両性界面活性剤とを組合わせることに
より、泡弾力に優れた、ポンプ内部のメッシュで目詰まりを起こさない泡吐出容器用洗浄
剤組成物が得られることを見出し、本発明を完成した。
【００１２】
第一の発明は、下記成分（Ａ）～（Ｃ）を含有し、（Ｂ）／（Ｃ）が１．０以下であるこ
とを特徴とする洗浄剤組成物。
（Ａ）脂肪酸塩
（Ｂ）ポリオキシエチレンアルキルエーテル型ノニオン性界面活性剤
（Ｃ）アルキルベタイン、イミダゾリウムベタインおよびスルホベタインから選ばれる両
性界面活性剤
【００１３】
第二の発明は、（Ｃ）がイミダゾリウムベタインであることを特徴とする請求項１に記載
の洗浄剤組成物。
【発明の効果】
【００１４】
本発明によれば、泡のキメが細かく、泡弾力、持続性に優れた、ポンプ内部のメッシュで
目詰まりを起こさない泡吐出容器用洗浄剤組成物を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
以下、本発明の泡吐出容器用洗浄剤組成物について詳細に説明する。
【００１６】
本発明の洗浄剤組成物で用いられる成分（Ａ）は高級脂肪酸塩である。高級脂肪酸塩を構
成する脂肪酸としては、好ましくは炭素数８～２２の飽和の脂肪酸である。例えばラウリ
ン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸などの単一の脂肪酸や、ヤシ油脂肪酸
、牛脂脂肪酸、ヒマシ油脂肪酸、オリーブ油脂肪酸、パーム油脂肪酸などから誘導される
脂肪酸、又はそれらの混合物が挙げられる。高級脂肪酸塩を構成する塩としては、例えば
ナトリウム塩、カリウム塩等のアルカリ金属塩、低級アルカノールアミン塩などが挙げら
れるが、好ましくは、ナトリウム塩、カリウム塩である。
【００１７】
本発明の洗浄剤組成物で用いられる成分（Ａ）高級脂肪酸塩を具体的に例示すれば、ラウ
リン酸ナトリウム、ミリスチン酸ナトリウム、パルミチン酸ナトリウム、ステアリン酸ナ
トリウム、イソステアリン酸ナトリウム、オレイン酸ナトリウム、ラウリン酸カリウム、
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ミリスチン酸カリウム、パルミチン酸カリウム、ステアリン酸カリウム、イソステアリン
酸カリウム、オレイン酸カリウム、ラウリン酸トリエタノ―ルアミン、ミリスチン酸トリ
エタノ―ルアミン、パルミチン酸トリエタノ―ルアミン、ステアリン酸トリエタノ―ルア
ミン、イソステアリン酸トリエタノ―ルアミン、オレイン酸トリエタノ―ルアミン、ヤシ
油脂肪酸ナトリウム、牛脂脂肪酸ナトリウム、ヒマシ油脂肪酸ナトリウム、オリーブ油脂
肪酸ナトリウム、パーム油脂肪酸ナトリウム、パーム核油脂肪酸ナトリウム、ヤシ油脂肪
酸カリウム、牛脂脂肪酸カリウム、ヒマシ油脂肪酸カリウム、オリーブ油脂肪酸カリウム
、パーム油脂肪酸カリウム、パーム核油脂肪酸カリウム、ヤシ油脂肪酸トリエタノ―ルア
ミン、牛脂脂肪酸トリエタノ―ルアミン、ヒマシ油脂肪酸トリエタノ―ルアミン、オリー
ブ油脂肪酸トリエタノ―ルアミン、パーム油脂肪酸トリエタノ―ルアミン、パーム核油脂
肪酸トリエタノ―ルアミン等が挙げられる。本発明の洗浄剤組成物には、これら高級脂肪
酸塩を１種単独又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００１８】
本発明の洗浄剤組成物において、成分（Ａ）高級脂肪酸塩の配合量は、好ましくは２～１
０質量％である。より好ましくは２～７質量％である。２質量％未満では、キメの細かい
クリーミィな泡質、泡の弾力性が得られない。一方１０質量％を超えると、ポンプ内部の
メッシュで目詰まりが生じてしまう。
【００１９】
本発明の洗浄剤組成物で用いられる成分（Ｂ）は長鎖アルキルアルコールに平均付加モル
数が８５～１５０モルのエチレンオキシドを付加させたポリオキシエチレンアルキルエー
テルである。長鎖アルキルアルコールは、炭素数が１０～１４の飽和又は不飽和、直鎖又
は分岐鎖の長鎖アルキルアルコールを使用できる。例えば、デカノール、ラウリルアルコ
ール、ミリスチルアルコール等が挙げられ、好ましくはラウリルアルコール、ミリスチル
アルコールである。これらは、１種単独又は２種以上を組み合わせて用いることができる
。
【００２０】
本発明の洗浄剤組成物において、成分（Ｂ）ポリオキシエチレンアルキルエーテルの配合
量は、好ましくは０．５～５質量％である。より好ましくは１～３質量％である。０．５
質量％未満では、泡の弾力性、持続性が得られない。一方５質量％を超えると、目詰まり
の原因となる。
【００２１】
本発明の洗浄剤組成物で用いられる成分（Ｃ）はアルキルベタイン、イミダゾリウムベタ
インおよびスルホベタインから選ばれる両性界面活性剤である。具体的に例示すれば、ラ
ウリルベタイン、ミリスチルベタイン、ココイルベタイン、ラウロアンホ酢酸Ｎａ、ココ
アンホ酢酸Ｎａ、ラウリルヒドロキシスルタイン、ラウラミドプロピルヒドロキシスルタ
イン、等が挙げられる。これら両性界面活性剤は市販品を使用することができ、具体的に
例示すれば、オバゾリンＬＢ（東邦化学社製）、アンホレックス５０（ミヨシ油脂社製）
、アンヒトール２０ＨＤ（花王社製）等が挙げられる。本発明の洗浄剤組成物には、これ
ら両性界面活性剤を１種単独又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００２２】
本発明の洗浄剤組成物において、成分（Ｂ）／成分（Ｃ）は１．０以下であることが好ま
しい。１．０を超えると、吐出された泡の大きさに均一性がなくなり、キメの細かいクリ
ーミィな泡質が得られない。
【００２３】
本発明の洗浄剤組成物は、上述した成分の他に、本発明の目的を損なわない範囲で他の成
分、例えば、アニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、両性界面活性剤、ノニオン界面
活性剤、水溶性高分子化合物（ノニオン性、アニオン性等を含む）、粉体（顔料、色素、
樹脂等）、生理活性成分、酸化防止剤、金属イオン封鎖剤、防腐剤、紫外線吸収剤、香料
、保湿剤、塩類、溶媒、パール化剤、中和剤、昆虫忌避剤、酵素等の成分を適宜配合する
ことができる。
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【００２４】
上記アニオン界面活性剤としては、特に限定されるものではなく、例えばラウリル硫酸ト
リエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ポ
リオキシエチレンラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸ア
ミドエーテル硫酸カリウム、ラウリルリン酸ナトリウム、ポリオキシエチレンラウリルエ
ーテル酢酸ナトリウム等が挙げられ、適宜一種又は二種以上選択して用いればよい。
【００２５】
上記両性界面活性剤としては、特に限定されるものではないが、例えばラウリン酸アミド
プロピルベタイン、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン、ラウリルアミノジ酢酸ナトリ
ウム、β－アミノプロピオン酸ナトリウム、Ｎ－ラウロイル－Ｎ'－カルボキシメチル－
Ｎ'－ヒドロキシエチルエチレンジアミンナトリウム等が挙げられ、適宜一種又は二種以
上選択して用いればよい。
【００２６】
上記ノニオン界面活性剤としては、特に限定されるものではないが、例えばモノステアリ
ン酸ソルビタン、トリイソステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタン、デシルグルコシ
ド、ラウリルグルコシド、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレンモノイ
ソステアレート、ポリオキシエチレンジオレイン酸グリセリル、ヤシ油脂肪酸ジエタノー
ルアミド、ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド、ヤシ油脂肪酸Ｎ－メチルエタノールアミ
ド、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレングリコール、モノラウリン酸ポリエチレン
グリコール等が挙げられ、適宜一種又は二種以上選択して用いればよい。
【００２７】
上記水溶性高分子としては、特に限定されるものではないが、例えばヒドロキシエチルセ
ルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ポリ
エチレングリコール、高重合ポリエチレングリコール、ポリビニルアルコール、ポリグル
タミン酸、カルボキシビニルポリマー、アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体、ア
クリル酸アルキル共重合体等が挙げられ、適宜一種又は二種以上選択して用いればよい。
【００２８】
また、上記粉体としては、例えば赤色２０１号、黄色４号、青色１号、黒色４０１号等の
色素、黄色４号Ａｌレーキ、黄色２０３号Ｂａレーキ等のレーキ色素、ナイロンパウダー
、シルクパウダー、シリコーンパウダー、セルロースパウダー、シリコーンエラストマー
球状粉体、ポリエチレン末等の高分子、黄酸化鉄、赤色酸化鉄、酸化クロム、カーボンブ
ラック、群青、紺青等の有色顔料、酸化亜鉛、酸化チタン等の白色顔料、タルク、マイカ
、セリサイト、カオリン等の体質顔料、雲母チタン等のパール顔料、硫酸バリウム、炭酸
カルシウム、炭酸マグネシウム、珪酸マグネシウム等の金属塩、シリカ、アルミナ等の無
機粉体、ベントナイト、スメクタイト、窒化ホウ素等が挙げられる。これらの粉体の形状
（球状、棒状、針状、板状、不定形状、燐片状、紡錘状など）に特に制限はない。
【００２９】
上記生理活性成分としては、皮膚に塗布した場合に皮膚に何らかの生理活性を与える物質
が挙げられる。例えば、抗炎症剤、老化防止剤、紫外線防御剤、ひきしめ剤、抗酸化剤、
保湿剤、血行促進剤、抗菌剤、殺菌剤、乾燥剤、冷感剤、温感剤、ビタミン類、アミノ酸
、創傷治癒促進剤、刺激緩和剤、鎮痛剤、細胞賦活剤、酵素成分等が挙げられる。上記生
理活性成分は、天然系の植物抽出成分、海藻抽出成分、生薬成分や、化合物等が挙げられ
るが、これらの中でも、特に天然系の植物抽出成分、海藻抽出成分、生薬成分が安全性の
点で好ましい。
【００３０】
上記天然系の植物抽出成分、海藻抽出成分、生薬成分の例としては、例えばアシタバエキ
ス、アマチャエキス、アルテアエキス、アロエエキス、アンズエキス、イチョウエキス、
ウイキョウエキス、ウーロン茶エキス、エイジツエキス、オウゴンエキス、オウバクエキ
ス、オトギリソウエキス、オランダカラシエキス、オレンジエキス、海水乾燥物、海藻エ
キス、加水分解コムギ末、加水分解シルク、カモミラエキス、カロットエキス、カワラヨ
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モギエキス、甘草エキス、カキョクエキス、キウイエキス、キューカンバーエキス、クチ
ナシエキス、クマザサエキス、クララエキス、クルミエキス、グレープフルーツエキス、
クロレラエキス、クワエキス、紅茶エキス、酵母エキス、コラーゲン、サルビアエキス、
サボンソウエキス、サンザシエキス、ジオウエキス、シコンエキス、シソエキス、シナノ
キエキス、シャクヤクエキス、シラカバエキス、スギナエキス、セイヨウキズタエキス、
セイヨウサンザシエキス、セイヨウニワトコエキス、セイヨウノコギリソウエキス、セイ
ヨウハッカエキス、セージエキス、センキュウエキス、センブリエキス、ダイズエキス、
タイソウエキス、タイムエキス、茶エキス、チョウジエキス、チンピエキス、トウキエキ
ス、トウニンエキス、ドクダミエキス、トマトエキス、納豆エキス、ニンジンエキス、ニ
ンニクエキス、ノバラエキス、蜂蜜、ハマメリスエキス、ヒキオコシエキス、ビサボロー
ル、ビワエキス、ブクリョウエキス、プロポリス、ヘチマエキス、ペパーミントエキス、
ボダイジュエキス、ホップエキス、マドンナリリー花エキス、マロニエエキス、ムクロジ
エキス、メリッサエキス、モモエキス、ユキノシタエキス、ユズエキス、ヨモギエキス、
ラベンダーエキス、レモンエキス、レンゲソウエキス、ローズマリーエキス、ローヤルゼ
リーエキス等を挙げることができる。
【００３１】
また、上記天然系の植物抽出成分、海藻抽出成分、生薬成分以外の成分としては、例えば
デオキシリボ核酸、コラーゲン、エラスチン、キチン、キトサン、加水分解卵殻膜などの
生体高分子、アミノ酸、乳酸ナトリウム、尿素、ピロリドンカルボン酸ナトリウム、ベタ
イン、ホエイなどの保湿成分、スフィンゴ脂質、セラミド、コレステロール、コレステロ
ール誘導体、リン脂質などの油性成分、ε－アミノカプロン酸、グリチルリチン酸、β－
グリチルレチン酸、塩化リゾチーム、グアイアズレン、ヒドロコルチゾン等の抗炎症剤、
ビタミン類（Ａ、Ｂ２、Ｂ６、Ｃ、Ｄ、Ｅ）、パントテン酸カルシウム、ビオチン、ニコ
チン酸アミド、ビタミンＣエステル等のビタミン類、アラントイン、ジイソプロピルアミ
ンジクロロアセテート、４－アミノメチルシクロヘキサンカルボン酸等の活性成分、トコ
フェロール、カロチノイド、フラボノイド、タンニン、リグナン、サポニン等の抗酸化剤
、α－ヒドロキシ酸、β－ヒドロキシ酸などの細胞賦活剤、γ－オリザノール、ビタミン
Ｅ誘導体などの血行促進剤、イソプロピルメチルフェノール、トリクロサン、ヒノキチオ
ール、塩化ベンザルコニウム等の殺菌剤、ｌ－メントール、ハッカ油等の冷感剤、レチノ
ール、レチノール誘導体等の創傷治癒剤等が挙げられる。
【００３２】
本発明の洗浄剤組成物は、洗顔、クレンジング、ボディシャンプー、ハンドソープ、シェ
ービング料、マッサージ料等の皮膚用洗浄剤として好適に使用できる。
【実施例】
【００３３】
次に本発明の洗浄剤組成物について、実施例をもって詳細に説明するが、本発明はこれに
より限定されるものではない。まず、各実施例で採用した試験法、評価法を説明する。
【００３４】
実施例１～１１及び比較例１～４
表１に示す組成の洗浄剤組成物を常法により調製した。泡質（クリーミィ性）、泡弾力、
泡持続性、目詰まり性の結果は表１に併せて示した。なお、以下の全ての実施例及び比較
例における配合量は質量％である。
【００３５】
（１）泡質評価
１０名の専門パネルにより、実施例及び比較例の洗浄剤組成物を使用し、泡質（クリーミ
ィ性）、泡弾力、泡持続性について官能評価により評価を行った。尚、評価基準は以下の
通りである。
【００３６】
［泡質（クリーミィ性）］
◎：極めて良好　泡質（クリーミィ性）が良いと答えた被験者の数が８人以上
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○：良好　　　　泡質（クリーミィ性）が良いと答えた被験者の数が６人以上、８人未満
△：やや悪い　　泡質（クリーミィ性）が良いと答えた被験者の数が４人以上、６人未満
×：悪い　　　　泡質（クリーミィ性）が良いと答えた被験者の数が４人未満
【００３７】
［泡弾力］
◎：極めて良好　泡弾力が良いと答えた被験者の数が８人以上
○：良好　　　　泡弾力が良いと答えた被験者の数が６人以上、８人未満
△：やや悪い　　泡弾力が良いと答えた被験者の数が４人以上、６人未満
×：悪い　　　　泡弾力が良いと答えた被験者の数が４人未満
【００３８】
［泡持続性］
◎：極めて良好　泡持続性が良いと答えた被験者の数が８人以上
○：良好　　　　泡持続性が良いと答えた被験者の数が６人以上、８人未満
△：やや悪い　　泡持続性が良いと答えた被験者の数が４人以上、６人未満
×：悪い　　　　泡持続性が良いと答えた被験者の数が４人未満
【００３９】
（２）目詰まり性試験
実施例及び比較例の洗浄剤組成物を泡吐出容器に充填し、０℃で静置し、２０回プッシュ
したときの目詰まり性について、下記判断基準により評価を行った。
◎：２ヶ月間目詰まりなし
○：１ヶ月間目詰まりなし（２ヶ月後目詰まり有り）
△：２週間目詰まりなし（１ヶ月後目詰まり有り）
×：１週間目詰まりなし（２週間後目詰まり有り）
【００４０】
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【表１】

【００４１】
表１より明らかなように、本発明の成分を用いた実施例１～１１の洗浄剤組成物は比較例
１～４の組成物に比べていずれも優れた性能を見出した。
【００４２】
以下、本発明の洗浄剤組成物のその他の処方例を実施例１２として挙げる。なお、これら
の実施例の洗浄剤組成物についても、上記の泡質（クリーミィ性）、泡弾力、泡持続性、
目詰まり性の各項目を評価した。
【００４３】
実施例１２
（１）ラウリン酸カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（２）ミリスチン酸カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
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（３）ポリオキシエチレン（１００）ラウリルエーテル　　　　　　　　　　　２．０
（４）ポリオキシエチレン（１２０）ラウリルエーテル　　　　　　　　　　　１．０
（５）ラウリルベタイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
（６）ラウロアンホ酢酸Ｎａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
（７）バラエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（８）サピンヅストリホリアツス果実エキス　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（９）モモ葉エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１０）アロエベラ葉エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１１）Ｎ－アセチルグルコサミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１２）カニナバラ果実エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１３）エデト酸二ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１４）フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１５）ＤＰＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１６）グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０．０
（１７）ラウリルグルコシド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
（１８）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（１９）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
【００４４】
常法により上記組成の洗浄剤組成物を調製し、初期の泡立ち、泡量、泡質（クリーミィ性
）、低温安定性を評価したところ、いずれの特性も優れており良好な結果を得た。
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